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第8号

長野県議会

会派だより

　
一
般
質
問
に
先

立
ち
、
各
会
派
の

代
表
質
問
が
行
わ

れ
、今
回
、改
革
・

新
風
は
竹
内
久
幸

幹
事
長
が
質
問
に

立
ち
ま
し
た
。

【
竹
内
議
員
】自
公

へ
の
政
権
交
代
を

受
け
、
ど
の
よ
う

な
ス
タ
ン
ス
で
県

政
を
運
営
す
る
の

か
。

【
阿
部
知
事
】県
民

か
ら
負
託
を
受
け

て
知
事
に
就
任
し

て
お
り
、
県
民
全
体
の
た
め

に
働
く
の
が
使
命
。
ど
う
い

う
形
の
政
権
に
な
ろ
う
と
言

う
べ
き
こ
と
は
言
い
、
県
民

の
利
益
に
な
る
こ
と
に
つ
い

て
は
し
っ
か
り
と
お
願
い
し

て
い
く
。
そ
う
い
う
ス
タ
ン

ス
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
竹
内
議
員
】「
公
契
約
条

例
」
に
関
す
る
検
討
結
果
と

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か

【
阿
部
知
事
】長
野
県
が
行

う
契
約
の
基
本
理
念
や
、
県

の
責
務
、
契
約
の
相
手
方
の

責
務
な
ど
を
明
確
に
し
て
、

県
民
に
お
示
し
す
る
と
と
も

に
、
契
約
の
内
容
に
応
じ
て

実
施
す
べ
き
具
体
的
施
策
を

展
開
し
て
い
く
。

　
今
後
は
労
働
団
体
や
経
営

団
体
と
の
意
見
交
換
を
重
ね

な
が
ら
、
条
例
化
も
視
野
に

入
れ
て
、
更
に
検
討
を
進
め

る
所
存
。

【
竹
内
議
員
】「
障
害
者
差

別
禁
止
条
例
」
の
制
定
に
あ

た
り
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

【
阿
部
知
事
】障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
「
共
に
生
き

る
社
会
」
を
構
築
し
て
い
く

に
は
障
害
を
理
由
と
し
た
差

別
を
始
め
と
す
る
様
々
な
社

会
的
障
壁
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
。

　
障
害
の
あ
る
人
の
権
利
擁

護
の
観
点
か
ら
、
法
的
な
位

置
づ
け
が
必
要
で
あ
り
、
条

例
制
定
は
有
効
な
手
段
と
認

識
し
て
い
る
。

【
竹
内
議
員
】信
州
教
育
の

再
生
に
つ
い
て
、
懲
戒
処
分

等
の
変
更
も
含
め
、
不
祥
事

の
再
発
防
止
対
策
を
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

【
教
育
長
】当
面
取
り
う
る

対
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

原
因
を
分
析
、
検
証
し
二
度

と
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生

し
な
い
よ
う
再
発
防
止
を
講

ず
る
。
３
月
下
旬
に
は
「
教

員
の
資
質
向
上
・
教
育
制
度

在
り
方
検
討
会
議
」
の
提
言

を
基
に
、
不
祥
事
防
止
の
行

動
計
画
を
策
定
し
、
不
祥
事

の
根
絶
と
信
頼
の
回
復
に
努

め
る
。

【
竹
内
議
員
】交
通
政
策
に

取
り
組
む
組
織
設
置
の
意
向

は
。

【
阿
部
知
事
】総
合
5
か
年

計
画
全
体
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
県
組
織
の
在
り
方
を

来
年
度
、
県
行
政
機
構
審
議

会
に
諮
問
し
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
中
で
交
通
政
策
を
推
進

す
る
組
織
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
竹
内
議
員
】県
短
大
を
四

年
制
化
し
新
設
す
る
県
立
大

学
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
あ
る
。
基
本
構
想
を
ど

う
ま
と
め
る
の
か
。

【
阿
部
知
事
】県
内
私
立
大

学
な
ど
関
係
者
と
意
見
交
換

を
進
め
て
い
る
。
県
内
大
学

が
一
体
と
な
っ
て
高
等
教
育

の
振
興
を
図
る
、
高
校
生
の

県
内
進
学
率
を
上
げ
る
な
ど

の
取
り
組
み
の
必
要
性
は
基

本
的
に
同
じ
認
識
だ
。
関
係

者
の
意
見
を
受
け
止
め
つ
つ

方
向
づ
け
を
し
て
、
設
立
準

備
委
員
会
で
も
さ
ら
に
議
論

し
て
も
ら
い
、
県
民
に
理
解

い
た
だ
け
る
構
想
を
取
り
ま

と
め
て
い
き
た
い
。

【
竹
内
議
員
】長
野
新
幹
線

の
金
沢
延
伸
開
業
後
の
呼
称

問
題
に
ど
う
取
り
組
む
。

【
阿
部
知
事
】正
式
に
は

「
北
陸
新
幹
線
」
だ
が
、
全

国
的
に
も
「
長
野
」
の
愛
称

は
定
着
し
て
お
り
、
残
る
よ

う
に
取
り
組
む
。

　
国
際
的
知
名
度
も
あ
り
、

結
果
と
し
て
北
陸
地
方
を
含

め
た
沿
線
全
体
に
メ
リ
ッ
ト

が
及
ぶ
。
ま
ず
は
北
陸
の
理

解
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
。

二
月
定
例
県
議
会

25
年
度
予
算
を
可
決

25
年
度
予
算
を
可
決

　２
月
20
日
に
開
会
し
た
定
例
県
議
会
は
、
本
会
議
で
議
案
の
採
決
を
行
い
、

８
３
２
２
億
円
の
平
成
25
年
度
当
初
予
算
と
平
成
24
年
度
２
月
補
正
予
算
を
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
は
長
野
県
総
合
５
か
年
計
画
の
初
年
度

と
し
て
「
確
か
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ
る
美
し
い
信
州
」
の
実
現
に
向
け
、
平
成

24
年
度
２
月
補
正
予
算
と
一
体
的
に
編
成
し
、
県
内
経
済
の
下
支
え
と
雇
用
の

創
出
を
図
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
去
る
１
月
24
日
、高
森

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
県
政
対
話
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。飯
田
下
伊

那
地
域
全
域
か
ら
約

1
0
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
最
初
に
下
伊
那
郡
区

選
出
の
吉
川
彰
一
県
議
が

あ
い
さ
つ
。次
い
で
当
会
派

の
県
議
１３
名
か
ら
自
己
紹

介
を
行
い
、そ
の
後
、対
話

形
式
で
進
め
ら
れ
、参
加

者
か
ら
は
地
域
の
課
題
に

つ
い
て
多
く
の
質
問
や
要
望
、

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら「
リ
ニ
ア
や
三

遠
南
信
道
な
ど
夢
の
あ
る
話

ば
か
り
先
行
す
る
が
、身
近

な
道
路
整
備
に
つ
い
て
も
要

望
し
た
い
」と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。県
議
側
か
ら

は「
飯
田
下
伊
那
の
県
道
改

良
率
は
県
平
均
よ
り
10
%
以

上
遅
れ
て
い
る
。引
き
続
き
、

前
倒
し
で
や
って
い
く
よ
う
働

き
か
け
て
い
く
」と
答
え
ま
し

た
。そ
の
他
、防
災
、公
共
交

通
、教
育
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
対
話
集
会
終
了
後
、参
加

者
か
ら
は「
と
て
も
良
い
取
り

組
み
、ま
た
開
い
て
ほ
し
い
」と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。対
話

集
会
は
昨
年
秋
に
千
曲
市
で

開
き
、本
年
度
は
高
森
町
で

２
回
目
の
開
催
で
し
た
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
取
制
度
の
創

設
に
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
る

太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
、本

県
の
地
形
や
豊
か
な
水
資

源
を
活
か
し
た
水
力
発
電

の
普
及
状
況
を
南
信
地
域
で

視
察
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、伊
那
市
孤
島
の
県

企
業
局
南
信
発
電
管
理
所
で

高
遠
ダ
ム
に
新
設
さ
れ
る
発

電
所
の
建
設
計
画
に
つい
て
説

明
を
受
け
、こ
の
後
下
伊
那

郡
松
川
町
で
計
画
さ
れ
て
い

る
小
水
力
発
電
事
業
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
深
津
徹
町
長
か
ら
松
川
町

で
は
町
の
主
要
な
施
策
と
し

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

や
、小
水
力
発
電
は
水
利
権

の
調
整
が
課
題
に
な
る
こ
と

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。ま
た
、

町
内
で
新
設
さ
れ
た
太
陽

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
と

建
設
現
場
を
視
察
し
ま
し

た
。
2
0
1
2
年
か
ら

「
一
村
一
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
県
内
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の
参

考
と
し
て
い
き
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

 

発
電
普
及
状
況
視
察

松川町で建設中の太陽光発電

県
政
対
話
集
会

県
政
対
話
集
会

県営南信発電所説明会

平成25年度当初予算の姿
　経済・雇用対策に切れ目なく対応するため、国の「15か月予算」に
対応して平成24年度2月補正予算と25年度当初予算を一体的に編成
した結果、24年度当初予算と比べ360億円の増となっています。
　また、社会保障関係費の増により義務的経費が増加し政策的経費
を圧迫していることから、事業の見直しにより財源を確保しています。

平成25年度当初予算額 8322億5452万5千円
平成24年度2月補正予算額 449億9120万8千円

 合計 8772億4573万3千円
（経済対策分）

義務的経費 その他の経費

平成24年度
当初予算
8,412億円

25年度当初＋
24年度2月補正
8,772億円

〈＋360億円＋4.3%〉

公債費
1,410

人件費
2,584

24
年
度
2
月
補
正
経
済
対
策

扶助費

809
134

831
〈+22〉

3,369
〈△107〉

2,583
〈△1〉

136〈＋2〉

4501,403
〈△6〉

投資的経費
補助費、物件費等

3,246
社
会
保
障
関
係
費

4,936億円 3,476億円

4,954億円
〈＋18億円 ＋0.4%〉

3,819億円
〈＋343億円 ＋9.9%〉

平成25年度当初予算 8,323億円〈△89億円 △1.1%〉
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新
た
な
総
合
５
か
年
計
画

に
つ
い
て
、
各
会
派
か
ら
選

ば
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
研
究
会

を
つ
く
り
、
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
私
も
委
員
と
し

て
参
画
し
、
会
派
の
16
項
目

の
提
言
を
含
む
、
意
見
・
要

望
を
研
究
会
と
し
て
と
り
ま

と
め
、
議
長
に
提
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
多
く
の
内
容

が
計
画
に
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

　１面記事にあるとおり、会派として下伊那管内を視察し、対
話集会を開催しました。 

成
に
つ
い
て
も
万
全
を
期

す
こ
と
、
ま
た
、
既
設
３

発
電
所
の
固
定
価
格
買
取

制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
得

ら
れ
る
利
益
の
使
い
道
を
、

制
度
の
趣
旨
に
合
わ
せ
、

し
っ
か
り
検
討
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　
私
が
委
員
長
を
務
め
た

文
教
企
業
委
員
会
で
は
、

５
日
間
に
わ
た
り
新
年
度

予
算
等
の
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
関
係
で
は
、

教
員
の
不
祥
事
再
発
防
止

に
つ
い
て
、
「
地
域
に
開

か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校

づ
く
り
」
、
体
罰
根
絶
に

向
け
た
取
組
、
出
席
停
止

の
活
用
も
含
め
た
い
じ
め

防
止
対
策
、
道
徳
教
育
の

一
層
の
充
実
等
に
つ
い
て

活
発
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
企
業
局
関
係
で
は
、
電

気
事
業
に
つ
い
て
、
新
た

な
技
術
職
員
の
採
用
、
養

委員長席から山口教育長の説明を聞く

対
話
集
会
で
発
言

昼神温泉にて意見交換 阿南病院の免震基礎

中
期
総
合
計
画

研
究
会

　
当
調
査
会
で
提
言
し
た

「
災
害
対
策
連
絡
本
部
」

（
県
に
災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
た
場
合
、
連
動
し
て

設
置
す
る
）
の
要
綱
が
決
定

し
ま
し
た
。
新
年
度
も
引
き

続
き
、
わ
が
会
派
が
提
案
し

て
い
る
、
決
算
特
別
委
員
会

の
充
実
な
ど
４
項
目
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。
な
お
、
今

回
か
ら
私
が
副
会
長
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
改
革
調
査
会

文
教
企
業
委
員
会
審
査
か
ら

文
教
企
業
委
員
会
審
査
か
ら

会派で下伊那へ

小
水
力
発
電
の

予
定
地

目
指
す
総
人
口

【
小
島
】計
画
で
は
目
標
設

定
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
知
事

の
考
え
る
目
標
人
口
は
？

【
阿
部
知
事
】ま
ず
は
出
生

者
数
や
移
住
者
数
の
増
加
に

努
め
た
い
。

「
未
来
へ
の
提
言
」の
廃
止

【
小
島
】
な
ぜ
「
棚
ざ
ら
し
」

に
な
っ
た
の
か
？
こ
の
反
省

を
ど
う
次
に
活
か
す
か
？

【
阿
部
知
事
】概
念
が
抽
象

的
で
県
民
に
わ
か
り
に
く
か

っ
た
。
新
計
画
で
は
「
未
来

の
信
州
」
を
具
体
的
な
５
つ

の
姿
で
描
く
な
ど
明
確
に
示

し
た
。

事
業
改
善
制
度

【
小
島
】試
行
の
評
価
と

「
信
州
型
事
業
仕
分
け
」
と

の
関
係
は
？

【
阿
部
知
事
】試
行
結
果
を

踏
ま
え
新
年
度
か
ら
本
格
実

施
し
た
い
。
「
仕
分
け
」
の

進
化
し
た
も
の
と
考
え
る
。

計
画
の
推
進
体
制

【
小
島
】知
事
が
方
向
性
を

示
し
、
職
員
が
知
恵
と
力
を

出
せ
る
体
制
を
望
む
。

【
阿
部
知
事
】部
局
横
断
的

課
題
に
は
「
総
括
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
」
を
置
い
て
取
り
組
む
。

　リ
ニ
ア
基
金
の
造
成

【
小
島
】県
が
積
極
的
に
役

割
を
果
た
す
姿
を
示
す
よ
う
、

リ
ニ
ア
基
金
を
造
成
す
べ
き
。

【
阿
部
知
事
】基
金
を
取
り

崩
し
て
財
源
不
足
に
対
応
し

て
い
る
現
状
で
は
難
し
い
。

本
州
中
央
部
広
域
交
流

圏
構
想

【
小
島
】ど
の
よ
う
な
も
の

か
？
「
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構

想
」
と
の
関
係
は
？

【
阿
部
知
事
】多
重
的
な
高

速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
広
域
交
流
圏
の
構
築

を
目
指
し
、
こ
れ
を
念
頭
に

リ
ニ
ア
に
よ
る
広
域
交
流
の

将
来
像
を
示
し
た
い
。

老
朽
化
し
た
橋
の
架
け
替
え

【
小
島
】松
川
町
の
宮
ヶ
瀬

橋
な
ど
老
朽
化
し
狭
隘
な
橋

の
架
け
替

え
は
？

【
建
設
部

長
】リ
ニ

ア
を
見
据

え
た
道
路

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
計
画

の
中
で
検

討
し
た
い
。

運
転
免
許
の
取
得
・
更
新

【
小
島
】南
信
運
転
免
許
セ

ン
タ
ー
設
置
の
進
捗
状
況

は
？

【
警
察
本
部
長
】新
た
な
人

員
の
確
保
が
課
題
。
施
設
に

つ
い
て
は
地
域
の
ご
支
援
も

お
願
い
し
た
い
。 

【
小
島
】外
国
語
に
よ
る
学

科
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
。

【
警
察
本
部
長
】７
月
１
日

か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
中
国

語
に
よ
り
実
施
す
る
。

【
小
島
】高
齢
者
の
免
許
更

新
時
に
お
け
る
負
担
軽
減
を
。

【
警
察
本
部
長
】全
国
一
律

で
も
あ
り
、
事
故
防
止
に
効

果
を
上
げ
て
い
る
の
で
理
解

願
い
た
い
。

　市
町
村
の
理
解

【
小
島
】
77
市
町
村
の
理
解

は
十
分
得
ら
れ
て
い
る
か
？

【
総
務
部
長
】「
県
と
市
町

村
の
協
議
の
場
」
で
合
意
を

得
て
い
る
。

議
会
審
議
と
の
関
係

【
小
島
】予
算
議
決
を
待
っ

て
募
集
等
行
う
の
が
本
筋
で

は
な
い
か
？

【
総
務
部
長
】事
業
採
択
は

当
然
議
決
の
後
に
行
う
。

【
小
島
】議
決
で
は
総
額
し

か
関
与
で
き
ず
、
内
容
に
つ

い
て
は
決
算
の
時
点
し
か
関

与
で
き
な
い
。 

＊
こ
の
ほ
か
、
交
通
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
負
担
、
「
物
見

湯
産
手
形
」
へ
の
支
援
、
笹

子
ト
ン
ネ
ル
事
故
な
ど
交
通

網
の
不
測
の
事
態
へ
の
備
え
、

道
路
等
へ
の
竹
木
等
の
倒
木

対
策
、
小
水
力
発
電
の
推
進

体
制
、
電
子
申
請
等
の
利
用

状
況
、
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め

事
案
等
へ
の
対
策
、
教
育
予

算
の
確
保
（
高
校
の
灯
油
や

図
書
費
、
飯
田
新
校
へ
の
支

援
）
、
新
し
い
教
育
委
員
に

つ
い
て
な
ど
質
し
ま
し
た
。

　
２
月
補
正
予
算
案
質
疑

受
発
注
の
体
制

【
小
島
】建
設
業
者
の
体
制

や
県
の
職
員
体
制
は
ど
う

か
？

【
建
設
部
長
】主
任
技
術
者

の
兼
任
要
件
緩
和
や
フ
レ
ッ

ク
ス
工
期
契
約
制
度
等
で
対

応
し
た
い
。
臨
時
職
員
の
増

員
配
置
な
ど
検
討
す
る
。

補
正
予
算
の
効
果

【
小
島
】県
内
経
済
や
雇
用

へ
の
波
及
効
果
は
？

【
阿
部
知
事
】７
９
５
億
円

の
生
産
誘
発
額
が
生
じ
、
雇

用
者
数
は
６
、
７
７
４
人
と

見
込
ま
れ
る
。 

＊
こ
の
ほ
か
、
継
続
的
な
事

業
費
の
確
保
や
基
金
の
早
期

か
つ
効
果
的
な
活
用
な
ど
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　県
政
報
告
第
24
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回
は
質
問
時
間
を
19
分
い
た
だ
き
、

中
期
総
合
計
画
や
総
合
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
諸
課
題
、
元
気
づ
く
り
支
援

金
等
に
つ
い
て
、
理
事
者
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。
ま
た
、
早
期
議
決
案
件
の

２
月
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、
会
派
を
代
表
し
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
が
県
民
の
た
め
に
な
る
よ
う
に！

計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
が
県
民
の
た
め
に
な
る
よ
う
に！

２月県議会

一般質問

納
得
で
き
な
い
元
気
づ
く
り
支
援
金
見
直
し

納
得
で
き
な
い
元
気
づ
く
り
支
援
金
見
直
し

２
月
補
正
予
算
案

 

質
疑
か
ら

元
気
づ
く
り

支
援
金
の
見
直
し

総
合
交
通
ビ
ジ
ョ
ン

　と
交
通
施
策

新
た
な
総
合

　

 

５
か
年
計
画

今議会で退任された平野議長のもと、２２回目の一般質問

　２期目の任期も早いもので折り返しを迎えました。
平成24年度は、年度途中から文教企業委員会の委員
長として、また、会派の政策審議会長として、「県民の
生活が第一」を基本に、政務調査活動に誠心誠意取り
組んでまいりました。25年度は危機管理建設委員会
の担当となり、会派では「幹事長」を担うことになりま
した。引き続きご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い
いたします。


